


























































































































































a　明治 6 年　同好舎引札 2 枚












b　明治 6 年 『浮
うきよきからくりせいやうめがね
世機関西洋鑑』にある「西洋眼鏡」












































































































イ タ リ ヤ
太利の婦人，臥て洋犬の口を吸ふ．米
メ リ ケ ン
利堅の火事を買ひ来て之を売
り，日



































































































年 和暦 日時・場所・内容 出典























































































































































































『かなよみ』第 357号 5月 7日


























明治 14年 6月『東新』第 250号（石井
研堂『明治事物起源』下巻 p1236に掲
載）
























『東京絵入新聞』明治 15年 12月 28日























『郵便報知新聞』明治 17年 12月 28日





















































舶来覗眼鏡 明治 5年 3月 10日より 1
西洋画（絵）の覗きからくり 明治 5年夏頃より 2
西洋大目鏡 明治 6年 1月
　　↓
明治 14年 1月 1日より
3




油絵の覗きからくり 明治 6年 5月頃 1
西洋のぞきからくり 明治 6年 5月 15日より 1








明治 6年 10月頃 1
唐人鏡 明治 7年 1
油絵眼鏡 明治 7年 7月初旬より 1
西洋覗眼鏡 明治 8年 1
目鏡 明治 8年 1
万国目鏡 明治 10年 5月末日以前 1
写真目鏡 明治 11年 11月頃 1
（浅草…の）元祖大眼鏡 明治 14年 6月
　　↓
明治 19年 5月 16日より興行
9
大目鏡 明治 16年 10月 21日
　　↓


















































































始め 明治 4年 東京浅草
「西洋（大）眼鏡」の呼称 始め 明治 6年 1月 大坂難波新地
　この間資料記事数：21
「西洋（大）眼鏡」の呼称 終わり 明治 18年 4月 大坂道頓堀
「元祖大眼鏡」 始め 明治 14年 6月 東京浅草公園地
　この間資料記事数：11




ことから明治 19年夏から明治 25年にかけて「西洋眼鏡」は衰退し，「元祖大眼鏡」も明治 25年以後
数年の内に廃れていったのではないかと考える．
























































































イ タ リ ヤ
太利
ヲ過ギテ日










































































































































































































































































































































































　明治 15年 1月 1日に，東京浅草公園地にて，「元祖大眼鏡」が「新装開店」した〔『有喜世新聞』
明治 14年 12月 27日〕．その新装開店の理由は「浅草奥山の元祖大眼鏡は日々看客も多くあるので，
コルム石版絵などのありしを引替各国名所の油絵多く新に加へたるよしなれば，一層見栄がありませ

























茶を供すといふ」〔『郵便報知新聞』明治 17年 12月 28日〕と伝える．
　「元祖大眼鏡」の油画入替えての改装開店は，明治 19年 5月 15日『東京絵入り新聞』記事が最後









































































　それは明治 4年に始まった．見料は総じて最初は 1銭，のちには 2銭と安かったこともあるが，最
初に話題になった時には 3000円を稼ぎ，単純計算すれば 30万人の人出となり，その数でもいかに流
行ったかを知ることができる．


































































































（ 9 ）　ただし，実際にこの 4都市のみで興行が打たれたと言い切ることはできない．筆者が参照した資料に地
方の資料が少ないためである．
（10）　日


















（22）　石井研堂は明治 14年 6月『東新』第 250号　記事を引用紹介している．石井研堂『明治事物起源』下
巻　1944年　春陽堂，p 1236．
（23）　菊池三渓『西京伝新記』，日野龍夫他三名校注　新日本古典文学大系明治編 1『開花風俗誌集』2004年　
岩波書店に所収．『西京伝新記』には，菊池三渓によって明治 7年の京都新京極の風俗が書かれ，「写真鏡
舗」〔『西京伝新記』，p 277〕，「唐人鏡（とうじんめがね）」〔同，p 278〕が登場する．「写真鏡舗」は，俳優
や舞女，某知事などの「写真牌」を見せて売る店である．
（24）　加藤秀俊　「パノラマ・絵ハガキ』『見世物からテレビへ』　1965年　岩波書店，p 44︲45．
